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図 14. ビーム要素: Autodesk Moldflow Insight 2011 と MATLAB スクリプトによるニュートン流体の等

温流の繊維配向予測の比較 (L はランナーノズルまでの距離、1 は軸方向、2 はシリンダーのビームの半

径方向、繊維の相互作用係数 CI = 0.002) 
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図 15. ビーム要素: Autodesk Moldflow Insight 2011 と MATLAB スクリプトによるベキ乗則流体の等

温流の繊維配向予測の比較 (L はランナーのノズルまでの距離、1 は軸方向、2 はシリンダーのビームの

半径方向、繊維の相互作用係数  
CI = 0.002) 
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図 18. プラーク: Autodesk Moldflow Insight 2011 と MATLAB スクリプトによるニュートン流体の等温

流の繊維配向予測の比較 (L はゲートまでの距離、1 は流動方向、2 はクロスフロー方向、繊維の相互作

用係数 CI = 0.006) 
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図 19. プラーク: Autodesk Moldflow Insight 2011 と MATLAB スクリプトによるベキ乗則流体の等温

流の繊維配向予測の比較 (L はゲートまでの距離、1 は流動方向、2 はクロスフロー方向、繊維の相互作

用係数 CI = 0.006) 
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図 20. ディスク: Autodesk Moldflow Insight 2011 と MATLAB スクリプトによるニュートン流体の等温

流の繊維配向予測の比較 (R は半径、1 は半径方向、2 は接線方向、繊維の相互作用係数 CI = 0.006) 
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図 21. ディスク: Autodesk Moldflow Insight 2011 と MATLAB スクリプトによるベキ乗則流体の等温

流の繊維配向予測の比較 (R は半径、1 は半径方向、2 は接線方向、繊維の相互作用係数 CI = 0.006) 
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図 25. ISO 規格プラーク、厚さ 3 mm、中速充填: 領域 B の繊維配向の測定データと Autodesk 
Moldflow Insight 2011 の解析結果の比較 (1 は流動方向、2 はクロスフロー方向)  

 

 

図 26. 中央にゲートを配置したディスク、厚さ 1.5 mm、低速充填: 領域 B の繊維配向の測定データと 
Autodesk Moldflow Insight 2011 の解析結果の比較 (1 は半径方向、2 は接線方向) 
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